
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年４月に杉並第四小学校、杉並第八小学校、高円寺中学校が義務教育９年間を通

した一貫性のある教育校（施設一体型）に生まれ変わります。 

 このお知らせは、「高円寺地域における新しい学校づくり懇談会」の懇談内容など新しい

学校づくりに関する情報を、保護者や地域の皆さまへお知らせするために発行しています。 

 

新しい学校の配置計画が決定しました！ 

現高円寺中

校舎 

第 11 回、第 12 回の懇談会において、新校舎の配置につ

いて、複数案から教室や校庭の教育環境、近隣に与える影

響などの観点から比較し、議論を重ねてきました。 

次の理由から、左図のように現在の高円寺中学校の校庭

がある南側に新校舎を配置することで、校舎内の間取りな

ど今後の設計の検討を進めます。 

・校庭が最も広く、整形となる。 

・校舎が整形となり、通風・採光に配慮した多様な平面 

計画が検討できる。 

・屋上部に広い運動スペースを確保できる。 

・近隣への日影等の影響が比較し少ない。 

 

 

校庭については、日影等による影響に配慮

し、校庭の舗装を工夫し、霜がおりにくく、ぬ

かるまないような仕上げを行っていきます。 

また、校庭の仕様も含め、今後も近隣に対す

る影響に配慮しながら設計の検討を進めてい

きます。 

 
様々な案の模型を見て検討 

新校舎 

校庭 

環
七 



 

 

 

 

新校舎の改築工事期間は、平成 29年度～平成 30年度の２年間となる予定です。 

新校舎が校地の南側に配置されることにより、改築工事期間中は、現高円寺中学校の既存

校舎、体育館を従来どおり利用できます。 

体育の授業、部活動等に関しては、以下のとおり代替運動場・代替施設を確保します。 

 

   代替運動場 体育館 代替施設(プール) 

体育 杉四小 
現状どおり 

（高円寺中体育館） 
杉四小 

部活 

近隣校 
（杉四小・杉八小・高南中） 

※野球・テニス・サッカー 

現状どおり 
（高円寺中体育館） 

※バドミントン・バスケ 

 

 ※現在の高円寺中学校の部活動 

 既存校舎に対する工事音への配慮や、杉並第四小学校の児童の通学時（金曜日）や代替運

動施設利用時の移動における安全対策を十分に検討し、工事期間中も学習に集中でき、安全

に校舎、代替施設を利用できるよう対応を図っていきます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

改築工事期間中の高円寺中学校について 

様々な案の模型を見て検討 

懇談会での取り組み 

 配置計画を検討する前段として、第 10回懇談会では、 

今年４月に開校した杉並区立初の施設一体型小中一貫教

育校「杉並和泉学園」を視察しました。 

小中学生が日常的に交差するような施設上の工夫や、

２つのアリーナ、武道場、屋上運動広場など十分な運動

施設が設けられている点など、高円寺の新しい学校づく

りに参考になる多くの点を確認することができました。 

 第 13 回懇談会では、配置計画の決定を受け、校舎内の諸室配置である平面計画について、

小さなグループに分け、提示された案に対する意見を出し合い、相互に発表しました。 

杉並和泉学園の視察 

平面計画の検討 

 
 



 
 

高円寺地域における新しい学校の指定通学区域については、開校までに決定することとし

ていますが、新しい学校となる３校（杉並第四小学校・杉並第八小学校・高円寺中学校）の

現在の通学区域が、小学校と中学校で次のとおり差異が生じています。 

そこで、平成 27 年４月入学者をもって学校希望制度が終了したことも受けて、これらの区

域に居住する児童（就学予定者を含む。）に対しては、杉並和泉学園の場合と同様に、新しい

学校の開校を見据えた就学校を選択できる措置（以下「特例措置」という。）を講じることと

します。 

 

① 特例措置の適用期間 

来年度入学者（平成 28年４月入学）～新校開校時（平成 31 年４月入学）まで適用。 

なお、平成 32 年４月入学者以降の取扱いについては、本特例措置の実施状況等を考慮し

て、平成 30 年度に決定します。 

 

② 特例措置の該当地域と特例措置内容 

【新しい学校となる３校の通学区域に差異がある地域】 

  Ａ：杉並第八小学校の通学区域のうち、中学校が高南中学校の通学区域となる地域。 

  Ｂ：高円寺中学校の通学区域のうち、小学校が杉並第三小学校の通学区域となる地域。 

 

小学校と中学校の通学区域に 

差異がある地域 

指定校 
特例措置内容 

小学校 中学校 

Ａ 
高円寺南 2丁目全域 

高円寺南 3丁目 1～3， 

17～23，35～37 

杉並第八小 
(H31.4 新校) 

高南中 

新小学１年生 

 杉並第三小、杉並第十小への 

入学に配慮する。 

新中学１年生 

 高円寺中への入学に配慮する。 

Ｂ 高円寺南 5丁目全域 杉並第三小 
高円寺中 

(H31.4 新校) 

新小学１年生 

 杉並第四小、杉並第八小への 

入学に配慮する。 

新中学１年生 

 高南中への入学に配慮する。 

 

③ 特例措置の実施方法 

当該地域に居住する児童（就学予定者を含む。）について、指定校変更の申立てにより対

応します。詳細は、学務課学事係にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

通学区域の特例措置について 

 

 
 



 

 

 

 平成 27 年度にＰＴＡ役員の交代などで委員交代があり、新たに５名（★印）が懇談委員に

加わり、高円寺地域の新しい学校の開校に向け、様々な議題について意見交換しています。 

 

役職等 氏名 

町会及び自治会代表 糟谷  一 福島 昴一 藤崎  明 大須賀 丈夫 

学校支援本部の代表 髙田 芳作 星野 直子   

保護者 
西山 あゆみ ★岡本 弘美 由井 健太 ★山本 朝子 

鳥切 智予美 大野 由美   

高円寺地区地域教育

推進協議会の代表 
吉田 善博    

学校関係者 

豊川 充子 中澤 洋子 増田 由巳子 松谷  寿 

武藤 喬行 中島 章子 ★松下 要子 ★織茂 直樹 

上野 邦夫    

校長 ◎橋本  剛 ★高橋 浩平 ○黒川 雅仁  

副校長 横田 和長 茂呂 みゆき 伊勢 明子  

（敬称略）◎は会長、○は副会長 

   

 

 

 今年度の懇談会では、新校舎の設計などのハード面を中心に議論を重ね、平面計画を年内

にまとめ、実施設計に繋げていきます。来年度以降は、教育目標や校名、校歌、校章などソ

フト面について、委員の皆さんの意見を伺いながら開校に向けて着実に検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高円寺地域新しい学校づくりニュース（第３号） 

平成 27 年１０月発行 

 

杉並区教育委員会事務局学校整備課教育施設計画係 

TEL 03-3312-2111(代表)  FAX  03-5307-0692 

E メール gakko-haiti@city.suginami.lg.jp 

 

※ 懇談会の資料は、教育委員会ホームページに掲載しています。 

会議録については、作成でき次第、掲載予定です。 

 教育委員会ホームページ：http://www.kyouiku.city.suginami.tokyo.jp 

平成 27年度 懇談会委員の紹介 

今後の予定 

 

【第 14 回懇談会】 

  日時：11 月５日（木） 13 時から 

 会場：高円寺中学校 

 内容：新校舎平面計画について 
 

※懇談会は傍聴することができます。傍聴を

希望される方は、会場の都合上、事前に申

し込みが必要となりますので、以下の問い

合わせ先へご連絡ください。 


